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人口動態　　　　平成 17年 2月 1日現在

男

女

世帯数（戸）

人口（人）

能都町 柳田村 内浦町 合計

7,893

3,774

4,119

2,639

（－ 7）

（－ 4）

（－ 3）

（＋ 1）

4,419

2,079

2,340

1,400

（－ 10）

（－ 7）

（－ 3）

（－ 1）

11,458

5,361

6,097

4,086

（－ 19）

（－11）

（－ 8）

（－ 1）

23,770

11,214

12,556

8,125
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新
生
「
能
登
町
」
の
誕
生
に
あ
た
り
、
一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
17
年
3
月
1
日
、
能
都
町
・
柳
田
村
・
内

浦
町
が
合
併
し
、
人
口
約
２
３
，
０
０
０
人
、
面

積
２
７
４
㎢
、
富
山
湾
に
面
す
る
内
浦
の
柔
和

な
海
岸
線
の
大
半
は
能
登
半
島
国
定
公
園
に
含
ま

れ
、
丘
陵
地
で
は
ブ
ナ
林
で
風
光
明
媚
な
鉢
伏
山

を
い
た
だ
き
、豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た「
能

登
町
」
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

2
町
1
村
そ
れ
ぞ
れ
に
、
独
自
の
歴
史
や
文
化

を
有
し
て
い
る
自
治
体
が
、
新
設
・
対
等
合
併
に

向
け
て
、「
和
の
こ
こ
ろ
」
で
合
併
協
議
を
進
め
、

能
登
町
誕
生
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
行
財
政
運
営
の
効
率
化
と
地
方
分
権
の
受
け

皿
作
り
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
子
々
孫
々
の
時

代
ま
で
発
展
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
、
多
く
の
住

民
の
熱
い
思
い
が
結
集
し
た
お
か
げ
で
す
。

　

ま
た
、
今
日
ま
で
ご
指
導
と
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
議
会
や
国
・
県
当
局
を
は
じ
め
、
関

係
各
位
の
ご
尽
力
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

バ
ブ
ル
崩
壊
以
来
、
い
ま
な
お
景
気
が
低
迷
す

る
中
、
国
庫
補
助
金
の
廃
止
・
縮
小
や
税
源
移
譲
、

収
入
の
柱
と
し
て
い
た
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
見

直
し
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
の
改
革
が
今
後

ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
は

急
速
に
進
行
す
る
人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
な
ど
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
財
政
基
盤
の
強
化

と
、
効
率
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
一
刻
も
早
く
能
登
町
の
一
体
性

の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
新
町
の
ま
ち
づ
く
り

の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
「
奥
能
登
に
ひ
と
・
く
ら

し
が
輝
く　

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
の
構
築
に
む
け

て
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
「
能
登
町
」
の
担
い
手

と
な
り
、
奥
能
登
地
域
の
中
核
と
し
て
躍
進
す
る

ま
ち
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
分
庁
方
式
と

し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
が
、
各
庁
舎
に
は

サ
ー
ビ
ス
課
を
配
置
し
て
各
種
の
事
務
を
行
い
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と

と
も
に
、
親
切
丁
寧
な
応
対
が
で
き
る
よ
う
職
員

一
同
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
「
能
登
町
」
が
、
飛
躍
と
発
展
を

し
て
い
く
た
め
に
、
住
民
皆
さ
ま
の
更
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
17
年
3
月
1
日

能
登
町
誕
生

能登町開町式は、３月１日に能登町役
場で行われました。役場玄関前でテー
プカット、銘板の除幕が行われ、能登
町の新たな歴史がスタートしました。

４階ホールで行われた式典には、谷本正憲県知事
をはじめ関係者約３００人が参加し、能登町の誕
生を祝い、今後の発展に期待を寄せました。

内浦庁舎・柳田庁舎の開庁式では、関係者によるテー
プカットや銘板除幕、町旗の掲揚などが行われ、分庁
方式での事務をスタートさせました。

▲内浦庁舎では職員が町旗を掲揚

▲

柳
田
庁
舎
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

２３，０００人の

夢 と  希望 を担って
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能都庁舎内配置図

正面玄関

能都総合サービス課

EV

EV

EV

会計課

総務課 税務課
水産・都市整備室

環境対策課

企画財政課 監理課合併調整室

秘書室 町長室

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

役場の
　ご案内

〒
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７
ー
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４
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能
登
町
字
宇
出
津
新
１
字
１
９
７
番
地
１

能登町役場　☎６２－１０００㈹
※柳田庁舎・内浦庁舎へは上記番号より転送します

■鵜川支所　☎６７－２２２１　　■高倉出張所　☎６２－０６２５

課　名 電話番号 業務内容

総務課 62-8510

議会招集・議案の調整、例規編纂、請願・不服申し立

て、情報公開、消防防災、電子自治体、選挙、交通安

全、町会区長会、公平委員会、固定資産評価委員、人事、

福利厚生、給与など

秘書室 62-8501 秘書、褒章・表彰・叙勲など

合併調整室 62-8502 合併後の調整、公社統合計画の推進・調整など

企画財政課 62-8503
財政計画、予算の編成、総合計画、広域行政、統計調査、

公共交通、能登空港の利用促進、市町村交流など

監理課 62-8504 財産の管理、入札執行、庁舎の管理など

税務課 62-8505
町民税、固定資産税、都市計画税、軽自動車税、国民

健康保険税、土地・家屋・償却資産の調査、町税の徴収、

納税貯蓄組合、税諸証明など

収納対策室 62-8506 町税・各種料金の滞納処分など

環境対策課 62-8507
廃棄物の処理、公害、狂犬病予防、リサイクル、墓地

公園など

水産・都市整備室 62-8508 水産振興、都市計画、まちなみ整備など

会計課 62-8509
町税・使用料などの収納、歳入歳出管理、決算の調整、

能登有料道路割引通行券の販売など

能都総合サービス課 62-8500

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録・証明、各種証明、国

民健康保険、老人保健・老人医療、介護保険、保健指導、

国民年金、埋火葬許可、町民要望の受付、

建設課・農林課・商工観光課・下水道課・水道課の業務、

教育委員会との連絡調整など

収納対策室

能
登
町
役
場
（
旧
能
都
町
役
場
）

能都総合サービス課



67

柳田庁舎内配置図

柳田総合サービス課

農林課
広報情報推進課

建設課
北河内ダム対策室

農業委員会室

正面玄関 情報ネットワークセンター

２Ｆ

１Ｆ

役場の
　ご案内

〒
９
２
８
ー
０
３
９
２

能
登
町
字
柳
田
仁
部
54
番
地

柳田庁舎　☎６２－１０００㈹

■議会事務局（旧上町小学校）　☎７６－８３１０

課　名 電話番号 業務内容

広報情報推進課 76-8301
広報紙の編集発行、広聴活動、ホームページ、有線テ

レビ・インターネット施設の整備・管理など

農林課 76-8302
農業振興、営農指導、病害虫予防、畜産振興、林業振興、

農林道の維持管理・新設改良、農山村の生活環境整備

など

農業委員会室 76-8303
農地転用所有所有権移転申請、農地利用調整、農家基

本台帳整備など

建設課 76-8304

町道の認定・廃止・占用・交通制限・除雪・維持管理・

新設改良、河川の維持管理・改良、砂防・地すべり・

急傾斜対策、土木災害、道の駅・ポケットパークの管理、

建築確認申請受付、町営住宅など

北河内ダム対策室 76-8305 県営事業との連絡調整、事業の推進など

柳田総合サービス課 76-8300

戸籍、住民基本台帳、印鑑登録・証明、税諸証明、国

民健康保険、老人保健・老人医療、介護保険、保健指導、

国民年金、町税・使用料などの収納、埋火葬許可、町

民要望の受付、能登有料道路割引通行券の販売、

水産課・商工観光課・下水道課・水道課の業務、教育

委員会との連絡調整など

柳
田
庁
舎
（
旧
柳
田
村
役
場
）

柳田総合サービス課
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正面玄関

内浦庁舎内配置図
４Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

内浦総合サービス課

健康福祉課

町民課
長寿介護課

EV

EV

EV

EV 水道課 下水道課

商工観光課

海洋深層水対策室

内浦総合サービス課水産課

生涯学習課・文化財室

スポーツ振興課

学校教育課

役場の
　ご案内

内
浦
庁
舎
（
旧
内
浦
町
役
場
）

〒
９
２
７
ー
０
６
９
５

能
登
町
字
松
波
13
字
75
番
地

内浦庁舎　☎６２－１０００㈹

■小木支所　☎７４－１１１１

課　名 電話番号 業務内容

町民課 72-2501

戸籍、住民基本台帳、外国人登録、新生児誕生祝金、

印鑑登録・証明、埋火葬の許可、自動車の臨時運行許可、

人権擁護委員、住民相談・行政相談、国民年金、国民

健康保険、瑞穂診療所、老人保健、老人医療、乳幼児

医療給付、心身障害者医療給付、町税・使用料などの

収納、能登有料道路割引通行券の販売など

長寿介護課 72-2502
老人福祉、高齢者福祉サービス事業、介護予防事業、

介護保険、在宅介護支援センター、介護サービス施設

運営など

健康福祉課 72-2503

保健指導・健康づくり、感染予防、結核検診、予防接種、

母子保健、食生活改善指導、戦傷病者・戦没者遺族等

の救護、母子寡婦福祉、生活保護、災害救援、障害者

福祉、児童手当、子育て支援、保育所、シルバー人材

センターなど

水産課 72-2504
水産業の振興・指導、漁港整備、漁村の生活環境整備、

海難防止・救護、漂流物、沈没船など

商工観光課 72-2505
商工業の振興、企業誘致、消費者行政、労働行政、雇

用促進等奨励金、観光振興・宣伝、海水浴場、観光イ

ベント、特産品など

海洋深層水対策室 72-2506
海洋深層水の調査・研究・活用、特産品の調査・研究

など

下水道課 72-2507 公共下水道、農業・漁業集落排水、浄化槽など

水道課 72-2508 水道事業、簡易水道事業、浄水場の管理など

学校教育課 72-2509
教育機関の設置・管理・廃止、教科書・教材、学校教育、

学校図書館、奨学資金など

生涯学習課 72-2510 生涯学習、公民館・図書館、文化振興など

文化財室 72-2511 文化財施設、文化財保護など

スポーツ振興課 72-2512
スポーツの振興、スポーツ・レクリエーション大会・

講習会の開催、体育施設の管理など

内浦総合サービス課 72-2500
税諸証明、町税・使用料などの収納、町民の要望受付、

建設課、農林課の業務、情報の推進など

教育長室

健康福祉課
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３
つ
の
思
い
が
一
つ
に
重
な
っ
た
閉
町
村
式

「
能
登
町
へ･･･

」

能
都
町
閉
町
式
は
、
2
月
13
日
㈰
に
能
都

町
社
会
福
祉
会
館
４
階
ホ
ー
ル
で
約

３
０
０
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
一
茂
能
都
町
長
は
、「
閉
町
は
終
わ
り
で
は
な

く
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り
で
す
。
能
登
町
が
大
き
く
羽

ば
た
き
な
が
ら
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
邁ま
い
し
ん進

し
て
い

く
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
室
谷
賢
一
能
都
町
議
会
議
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
顕
彰
者
や
特
別
功
労
者
な
ど
１
４
３
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
姉
妹
都
市
の
宮
崎
県
野
尻
町
の
長
瀬
道
大
町
長

か
ら
は
、「
合
併
後
も
更
な
る
交
流
を
お
願
い
し
た
い
」

と
祝
辞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
職
員
に
よ
り
町
旗
が
降
納
さ
れ
た
後
、
首

都
圏
能
都
町
会
の
裏
野
会
長
の
発
声
で
万
歳
三
唱
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
能
都
町
50
年
の
歴
史
を
振

り
返
り
な
が
ら
も
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
思
い
を
強

く
し
て
い
ま
し
た
。

　

▲町旗の降納では、会場から自然と拍手がわき上がり、
　長年親しんできた町章に別れを告げました

▲首都圏能都町会の裏野会長の発声で万歳三唱

11 10

内
浦
町
閉
町
式
は
、
2
月
13
日
㈰
に
内
浦
町

総
合
運
動
公
園
・
第
2
体
育
館
で
関
係

者
約
４
０
０
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
田
形
功
内
浦
町
長
が
「
内
浦
町
が
消
え
る

寂
し
さ
を
感
じ
万
感
の
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
新
町
で

も
住
ん
で
い
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
よ
り
一
層
発
展
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
た
後
、
各
分
野
に
お
け
る
閉
町
式
記
念
功
労

者
な
ど
１
４
３
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
町
誕
生
！
ま
ず
は
あ
な
た
の
元
気
か
ら
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
も
と
、
女
優
の
由
美
か
お
る
さ
ん
を
招
き

「
健
や
か
に
美
し
く
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
大
漁
鍋
や
深
層
水
コ
ー
ヒ
ー
、
抹
茶
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
、「
あ
の
頃
の
内
浦
町
」
写
真
展
示
コ
ー

ナ
ー
で
は
昔
を
懐
か
し
む
出
席
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
唐
獅
子
太
鼓

や
秋
吉
マ
マ
レ
モ
ン
ズ
の
コ
ー
ラ
ス
が
式
典
に
花
を
添

え
、
明
る
く
、
笑
顔
で
能
登
町
誕
生
を
迎
え
よ
う
と
い

う
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

▲由美かおるさんが田形町長に
　　　　　　　インタビューする場面も･･･

▲イカの一夜干しコーナーや深層水を使った
　　　　　コーヒー・抹茶などが振る舞われました

柳
田
村
閉
村
式
は
、
2
月
13
日
㈰
に
柳
田
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
関
係
者

約
２
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
の
あ
と
、
柳
田
小
学
校
6
年
生
の
二
又
亮

く
ん
と
多
賀
穂
奈
美
さ
ん
に
よ
り
、
村
民
憲
章
が
朗
読

さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
山
口
彦
衛
村
長
が
「
村
民
が
一
体
と
な
っ

て
村
の
発
展
に
尽
く
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

功
労
者
表
彰
で
は
、
自
治
功
労
者
28
人
、
一
般
功
労

者
21
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
歌
斉
唱
で
は
、
歌
い
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
村
の
歴
史

を
振
り
返
り
、
名
残
惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
村
の
旗
を
納
め
る
村
旗
降
納
が

行
わ
れ
、
役
場
職
員
3
人
が
丁
寧
に
村
旗
を
折
り
た
た

み
、
そ
れ
を
山
口
村
長
が
木
箱
に
収
納
し
て
、
村
の
歴

史
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
典
の
模
様
は
、
有
線
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
村
内
全
戸

に
生
中
継
さ
れ
、
新
し
い
歴
史
の
ス
タ
ー
ト
に
期
待
を

寄
せ
ま
し
た
。

▲柳田小 6年生の二又くんと多賀さんによる村民憲章の朗読▲山口村長が村旗を木箱に収納
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まちの出来事　　２

　

第14回春の全国小学生ドッジボール
クラブ選手権石川県大会が 1月 30

日に松任市で行われ、小木クラブが 2年
連続となる通算 12 回目の優勝を果たし、
3月 20 日に東京都で行われる全国大会出
場を決めました。
　全国からの注目度も高い小木クラブ。
全国大会でのさらなる活躍を期待してい
ます。

小木っ子がドッジボール・ミニバスで県制覇！全国大会出場へ

▲激戦を勝ち抜き、県大会 2連覇を果たした小木
クラブのメンバー

のと鉄道と能都町が毎年企画している町民旅行「のと町民号」の出発式が 2月 6日、
宇出津駅で行われました。のと鉄道の利用促進を目的とした鉄道ツアー「のと町民

号」は今年で 15 回目を迎え、最後のツアーに 115 人が参加しました。
　テープカットの後、参加者は次々と車両に乗り込み、3月末で廃止となる鉄路に思いを
はせました。
　参加者それぞれの思いを乗せた最後の「のと町民号」は、魚津市の金太郎温泉に向けて
雪の中を出発しました。

全国大会での健闘を誓った小木ミニバスケットボー
ルクラブのメンバー

▲

深層水で豆腐を作ったよ！

悪い鬼を退治したよ！3カ月にわたる熱戦に幕！

今日のカレーの味は忘れない！

昨年11月に開幕し、約３カ月間の熱戦を繰
り広げてきた柳田村夜間バレーボールリー

グが２月 14 日、最終戦を迎え「ミックス」が昨
年に続き見事２連覇を果たしました。
　予選リーグを勝ち抜いた上位４チームで決勝
トーナメントが行われ、予選から決勝と全勝で
勝ち抜いた「ミックス」が完全優勝を飾り、柳
田村として最後のバレーボール大会は幕を閉じ
ました。上位入賞チームは次のとおりです。
優勝 : ミックス　２位 : 五輪会　３位 : チョロ吉

第18回内浦町スポーツ少年団交流大会が
２月 20 日、各種目別のスポーツ少年団

12 団体、250 人が参加して内浦体育館で開催
されました。　　
　日ごろ、競技スポーツで心と体を鍛えてい
る団員たちは、ソフトバレーなどのニュース
ポーツを通して交流を深めました。また、保
護者の皆さんが準備した、温かいカレーライ
スを参加者全員で食べて内浦町スポーツ少年
団として最後の交流会を締めくくりました。

柳田保育所の園児たち 62 人が２月３日、心の
中の悪い鬼たちを退治するための「豆まき」

を行いました。
　「怒りんぼ鬼」や「泣き虫鬼」といった自分の
中の退治したい悪い鬼について発表した園児たち
は、鬼の面をつけた友達同士に豆を投げてお互い
の心の中の鬼を退治しました。
　また、節分にちなんだゲームなどを楽しんだ後、
園児たちは炒り豆をおいしそうに食べていまし
た。

瑞穂小学校の 1 年生から 4 年生 15 人が２月
25 日、県能登開発地営農センターの協力に

より、植え付けから収穫まで子どもたちが携わっ
た大豆と小木港沖から汲み上げた「海洋深層水」
を使った豆腐作りに挑戦しました。
　初めて豆腐作りを体験した子どもたちは、楽し
みながら作業を根気よく続け、完成したよせ豆腐
をみんなで試食しました。出村魁斗くん（同校 2
年生）は「豆乳を絞る時の手の感覚が気持ちよかっ
た」と話していました。

12

最後の「のと町民号」が出発！

全国大会予選を兼ねた第 12 回石川県
ミニバスケットボール選抜大会が 1

月 22・23 日に松任市で開催され、女子
の部で小木ミニバスケットボールクラブ
が激戦を制し、見事優勝を飾りました。
　1 月 25 日には優勝を報告し、3 月 28
日から東京都で開催される全国大会での
健闘を誓いました。

▲３両が増設され、宇出津駅を出発した「の
と町民号」

最後のツアーとなった今年は多数の参加が
あり、車内はにぎわいを見せた

▲

  月

▲

が
ん
ば
っ
て
る
姿
を
校
長
先
生

も
見
に
き
た
よ
！

▲３つの小学校のスポーツ少年団が勢ぞろい！

▲おには～そとっ！▲最後の大会を 2連覇で飾った「ミックス」のみなさん
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４月10日㈰は能登町長選挙の投票日です

棄権することなく投票しましょう！
能登町選挙管理委員会（総務課内）☎６２－８５１０

　投票日に仕事やレジャー、買い物などで出かける方や、冠婚葬祭などの用務がある方は、期

日前投票ができます。

　　　　　期間：４月６日㈬～９日㈯まで

　　　　　時間：午前 8時 30 分～午後 8時

　　　　　場所：能都庁舎（2階 202 会議室）

　　　　　　　　柳田庁舎（1階事務室）

　　　　　　　　内浦庁舎（1階ロビー）

　　　　　※どの庁舎でも投票できます
　期日前投票とは、投票用紙を直接投票箱に投函するため、投票日

と同じように投票することができる制度です。

　期日前投票をする時点で選挙権があれば投票できますので、選挙

期日前の投票でも確定投票となります。したがって、期日前投票の

後に、転出や死亡などで選挙権を失っても有効な投票として取り扱

われます。

期日前投票

　昭和 60年 4月 5日までに生まれた方で、平成 17年 1月 4日までに住民登録を行い、引き

続き 3ヶ月以上住所を有している方。

　平成 17年 1月 10 日以降に能登町内で転居の届出をした方は、転居前の住所の投票所で投票

することになります。

有権者について

　入場整理券は、住民登録の住所へ送付されます。住民登録と現住所が異なっている方は、入

場券が届かない場合があります。

　ただし、入場券がなくても選挙人名簿に登録され、当日選挙権があれば投票ができますので

選挙管理委員会までお問い合わせください。

入場整理券について

午前 7時～午後 7時
投票時間

 このせんきょ　ぼくらの未来が　かかってる 
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浦
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集
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真
脇
地
区
集
会
所

姫
交
流
セ
ン
タ
ー
食
堂

市
之
瀬
会
館

越
坂
漁
業
用
作
業
施
設

小
木
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー

老
人
憩
の
家
「
九
十
九
荘
」

新
保
地
区
多
目
的
集
会
施
設

町
立
白
丸
保
育
所
遊
戯
室

町
立
秋
吉
公
民
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集
会
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谷
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場
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口
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会
場
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不
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区
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内
浦
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所
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浦
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１
階
集
会
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町
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上
町
公
民
館
斉
和
分
館
会
議
室
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旧
中
斉
小
学
校
）

町
立
岩
井
戸
公
民
館
当
目
分
館
会
議
室
（
旧
当
目
小
学
校
）

町
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岩
井
戸
公
民
館
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旧
黒
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学
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柳
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体
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館
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木
地
区
集
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所
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地
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セ
ン
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室

町
立
瑞
穂
公
民
館
和
室

柿
生
地
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所

町
立
鵜
川
公
民
館
図
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室

七
見
地
区
集
会
所
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ノ
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区
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会
所

町
立
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野
保
育
所
遊
戯
室

矢
波
地
区
集
会
所

町
立
三
波
公
民
館
集
会
室
（
旧
三
波
保
育
所
）

海
蔵
院

崎
山
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
和
室

能
都
町
漁
業
協
同
組
合
２
階
和
室

能
都
共
同
福
祉
会
館
１
階
研
修
室

町
立
し
ら
さ
ぎ
保
育
所
遊
戯
室

町
立
宇
出
津
公
民
館
閲
覧
室

　
　

投　

票　

所

（第 15・16投票区は午後 6時まで）
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能
登
町
議
会
組
織
固
ま
る

　

能
登
町
議
会
の
初
議
会
と
な
る
平
成
17
年
第
1
回
臨
時
会
は
3
月
4
日
㈮
に
招
集
、
議
長
・
副
議
長
選

挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
大
谷
内
義
一
議
員
、
副
議
長
に
菊
田
俊
夫
議
員
が
就
任
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
常

任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
、
41
名
の
能
登
町
議
会
の
組
織
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
、
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
田

形
町
長
職
務
執
行
者
が
平
成
16
年
度
暫
定
予
算
な
ど
の
報
告
16
件
、
議
案
１
件
に
つ
い
て
提
案
理
由
を
説

明
、
9
日
㈬
に
質
疑
・
討
論
の
後
、
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

大
お お や ち

谷内　義
ぎいち

一　議長
（74歳・合鹿）

■略歴
石川県立柳田農業高校卒業
職業　農林業
旧柳田村議９期
同村議会議長などを歴任

　三町村が合併し新しい能登町が誕生しました。
　その初代の議長に選出していただき７０年の人生の最高の
感激でございます。座右の銘は「堂々」と言うことです。何
事も堂々と仕事をし、汗を流したいと思っております。
　新町に大切な事は数多くあります。その中にも旧三町村の
伝統を尊重し自ら和を求め、いかに全町民の知恵を結集する
ことができるかが新町発展の最大の課題です。
　また、既存の産業を育成し新しい産業を創造することも重
要であると考えます。能登町発展のために全力を挙げて頑張
ることをお誓いして就任の挨拶といたします。

菊
きくだ

田　俊
としお

夫　副議長
（69歳・布浦）

■略歴
石川県立飯田高校卒業
職業　飲食業
旧内浦町議３期
同町副議長などを歴任

総務常任委員会
　　　　　（1 0名）

◎山﨑元英　○向峠茂人　炭谷昭平　山本　研　棚田昭男　室谷賢一　

小路礼一郎　田高宗男　石井良明　奥成壮三郎

保健福祉常任委員会
　　　　　（10名）

◎田上賢一　○穴釜光雄　岩坂喜通　青木豊治　鶴野幸一郎　山本一朗

宮田勝三　菊田俊夫　岩住福二　石田博之

産業建設常任委員会
　　　　　（10名）

◎上野耕平　○多田喜一郎　山岸昭夫　小蔵久一　桶屋政雄　鳥井　修　

志幸松栄　小路政敏　市浜　等　河田信彰　　　

文教常任委員会
　　　　　（10名）

◎石岡安雄　○奥野　清　道下豊一　浜田　実　竹中初男　新平悠紀夫

久田良平　谷上幸男　鍛治谷眞一　南　正晴

議会運営委員会
　　　　　（6名） ◎青木豊治　○小路礼一郎　上野耕平　山本　研　棚田昭男　多田喜一郎

広報編集特別委員会
　　　　　（8名）

◎奥成壮三郎　○河田信彰　鶴野幸一郎　鍛治谷眞一　岩住福二　奥野　清

市浜　等　向峠茂人　

宇出津総合病院運営
特別委員会（8名）

◎新平悠紀夫　○小路政敏　室谷賢一　石井良明　穴釜光雄　志幸松栄

石田博之　南　正晴

◎委員長　○副委員長

能
登
町
選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

〈
当
選
し
た
委
員
〉

・
小
谷
拓
男
（
藤
ノ
瀬
・
75
歳
）

・
新
﨑
秀
雄
（
爼
倉
・
68
歳
）

・
谷
口
正
成
（
当
目
・
76
歳
）

・
坂
井
次
雄
（
松
波
・
74
歳
）

能
登
町
選
挙
管
理
委
員

　
　
　
　
　
　

補
充
員
の
選
挙

〈
当
選
し
た
補
充
員
〉

・
岩
城
康
德
（
小
木
・
73
歳
）

・
北
口　

隆
（
新
保
・
58
歳
）

・
中
谷
喜
代
信

　
　

 （
宇
出
津
山
分
・
62
歳
）

・
田
原
義
昭
（
柳
田
・
55
歳
）

農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

〈
議
会
推
薦
さ
れ
る
方
〉

・
桶
屋
政
雄
（
石
井
・
65
歳
）

・
山
岸
政
盛
（
合
鹿
・
68
歳
）

・
渕
崎
昭
平
（
鵜
川
・
78
歳
）

・
大
坪
照
子
（
立
壁
・
58
歳
）
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能
登
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 　

   　

   

　
　
　
　

利
用
証
で
入
浴
料
を
割
引

　

能
登
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
笹
ゆ
り

荘（
能
登
町
字
柳
田
）と
山
せ
み
荘（
能

登
町
字
黒
川
）
で
は
、
能
登
町
民
を
対

象
に
、
一
般
入
浴
料
３
０
０
円
の
と
こ

ろ
、60
歳
か
ら
69
歳
の
方
は
２
０
０
円
、

70
歳
以
上
の
方
は
１
０
０
円
と
入
浴
料

を
割
引
し
ま
す
。　

　

入
浴
の
際
「
能
登
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
利
用
証
」
の
提
示
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
利
用
証
の
交
付
に
つ
い
て
は
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
柳
田
地
区
の
方
で
現
在
、
お
持
ち
の

方
は
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

長
寿
介
護
課　
　
　

☎
72

－

２
５
０
２

能
都
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
０

柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
76

－

８
３
０
０

旧
内
浦
町
の
商
業
・
法
人
登
記
事
務

　
　
　
　
　

の
管
轄
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
17
年
３
月
１
日
に
「
能
登
町
」

が
誕
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

金
沢
地
方
法
務
局
珠
洲
出
張
所
で
取
り

扱
っ
て
い
た「
珠
洲
郡
内
浦
町
の
会
社
・

法
人
の
登
記
事
務
」
は
同
日
か
ら
金
沢

地
方
法
務
局
輪
島
支
局
で
取
り
扱
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

※
珠
洲
出
張
所
で
交
付
を
受
け
た
会

社
・
法
人
の
印
鑑
カ
ー
ド
は
、
輪
島
支

局
で
も
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
金
沢
地
方
法
務
局

　
　

☎
０
７
６

－

２
９
２

－

７
８
１
０

旧
能
都
町
地
区
水
道
料
金
の　
　
　

　

口
座
振
替
日
が
変
更
に
な
り
ま
す

　

水
道
料
金
の
口
座
振
替
日
が
統
一
さ

れ
、
毎
月
月
末
の
振
り
替
え
と
な
り
ま

す
。
旧
能
都
町
地
区
の
皆
さ
ん
は
毎
月

25
日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

水
道
課　
　
　
　
　

☎
72

－

２
５
０
８

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
年
齢　

　
　
　

が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
！

　

骨
髄
移
植
を
希
望
す
る
患
者
さ
ん
の

９
割
以
上
に
提
供
者
が
見
つ
か
る
に
は

「
30
万
人
」
の
ド
ナ
ー
登
録
者
が
必
要

で
す
。
３
月
か
ら
登
録
年
齢
が
「
20
歳

以
上
か
ら
18
歳
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
善
意
待
っ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
㈶
骨
髄
移
植
推
進
財
団

　
　

☎
０
１
２
０

－

４
４
５

－

４
４
５

宇
出
津
総
合
病
院　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

小
児
科
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
児
専
門
外
来
診
療
予
定

　
〈
小
児
神
経
〉

　
　

３
月
22
日
㈫　

午
後
２
時
〜
４
時

小
児
科
外
来
診
療
受
付
時
間

　
〈
平
日
・
午
前
〉

　

新
患
（
月
〜
金
）
午
前
９
時
〜
11
時

　

再
診
（
月
〜
金
）
午
前
９
時
〜
12
時

　
〈
平
日
・
午
後
〉

　

新
患
（
月
〜
水
）
午
後
２
時
〜
３
時

　
　
　

  （
金
） 　

    

午
後
２
時
〜
３
時

　

再
診
（
月
〜
水
）
午
後
２
時
〜
４
時
30
分

　
　
（
金
）   　

  

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

　「いちゃけな～（愛くる
しい ）」お子さんの写真と

　　　　　　子育てのエピソードを大募集！
　小学校就学前のお子さんの写真と子育ての中で「楽しかったこと」「子

どもの成長を感じたとき」「思い出のエピソード」などを募集します。

　　あなたの素敵なエピソードをお待ちしています。
                                       問い合わせは広報情報推進課広報係まで（☎ 76-8301）

み
上
げ
ら
れ
る
「
の
と
海
洋
深
層
水
」

の
利
用
法
を
紹
介
す
る
た
め
の
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す
。

　

深
層
水
風
呂
の
入
浴
無
料
や
深
層
水

を
利
用
し
た
海
鮮
大
鍋
、
お
に
ぎ
り
な

ど
が
無
料
で
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〈
日
時
〉
27
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

〈
場
所
〉
能
登
勤
労
者
プ
ラ
ザ
（
越
坂
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
74

－

０
０
５
１

※
３
月
21
日
㈪
〜
26
日
㈯
正
午
〜
午
後

４
時
の
期
間
は
深
層
水
風
呂
入
浴
半
額

や
深
層
水
コ
ー
ヒ
ー
の
無
料
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
海
洋
深
層
水
対
策
室

　

☎
72

－

２
５
０
６

冬
の
磯
観
察
会
に
参
加
し
よ
う
！　

　

冬
は
１
年
で
も
っ
と
も
潮
位
が
低
く

な
る
季
節
で
す
。
冬
の
特
徴
的
な
磯
の

生
き
物
を
観
察
し
ま
す
。

　

小
学
校
低
学
年
以
下
の
方
は
保
護
者

同
伴
で
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
３
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
定
員
〉
45
人

〈
場
所
〉の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

周
辺
（
越
坂
）

 

お 

知 

ら 

せ

能
登
空
港
で
住
民
票
が
と
れ
ま
す    

　

能
登
空
港
１
階
の
市
町
村
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー

ト
）
申
請
に
必
要
な
各
種
証
明
書
の
受

け
取
り
が
で
き
ま
す
。

〈
業
務
受
付
時
間
〉
月
〜
金
曜
日
（
年

末
年
始
・
祝
祭
日
を
除
く
）
の
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
ま
で

〈
引
き
渡
し
で
き
る
証
明
書
〉

住
民
票
の
写
し
（
個
人
・
世
帯
）、
全

部
事
項
証
明
書
、
個
人
事
項
証
明
書
、

戸
籍
附
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書

※
請
求
で
き
る
方
は
、
本
人
ま
た
は
本

人
と
同
一
世
帯
に
属
す
る
方
に
限
り
ま

す
。
取
り
扱
い
範
囲
は
５
市
町
（
輪
島

市
、
珠
洲
市
、
能
登
町
、
穴
水
町
、
門

前
町
）
で
す
。

※
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許
証
、

保
険
証
な
ど
の
身
分
を
証
明
す
る
も
の

と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

能
登
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
１
階

　
　
　

☎
０
７
６
８

－

26

－

２
３
１
２

〈
問
い
合
わ
せ
〉

宇
出
津
総
合
病
院　
　

☎
62

－

１
３
１
１

 

催　

し

初
心
者
大
歓
迎
！
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス　

　

藤
波
台
運
動
公
園
の
屋
内
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
と
は
、

子
ど
も
用
の
小
さ
な
ラ
ケ
ッ
ト
と
、
ス

ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
テ
ニ
ス
で

す
。
ま
た
、
風
船
な
ど
を
使
っ
て
楽
し

み
な
が
ら
体
を
動
か
す
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

り
ま
す
の
で
、
親
子
で
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
３
月
19
日
㈯

　

午
後
１
時
〜
２
時　

３
・
４
歳
児

　

午
後
１
時
10
分
〜
３
時
10
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
〜
８
歳
児

〈
参
加
費
〉
無
料

※
運
動
し
や
す
い
服
装
と
内
履
き
を
持

参
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
〉　

３
月
18
日
㈮
ま
で
に
左

記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

藤
波
台
運
動
公
園

　
　

☎
62

－

３
８
８
４
（
室
峰
ま
で
）

第
２
回
の
と
海
洋
深
層
水
フ
ェ
ア　

　

小
木
沖
の
深
さ
約
３
２
０
ｍ
か
ら
汲

〈
参
加
費
〉
高
校
生

以
上
の
方
は
入
館

料
２
０
０
円

※
野
外
で
活
動
で

き
る
服
装
と
、
長

靴
、
雨
具
な
ど
を

持
参
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
の
と
海
洋
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー　
　
　
　

☎
74

－

１
９
１
９

 

募　

集

能
登
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す　
　

　

能
登
町
で
は
奨
学
金
貸
与
を
受
け
る

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

〈
貸
与
区
分
〉

金
額
（
月
額
）
お
よ
び
人
数

　

高
校
生　

2
万
円
（
概
ね
１
人
）

　

短
大
・
高
専　

2
万
5
千
円

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
概
ね
２
人
）

　

大
学
生
（
４
年
制
）
3
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

  （
概
ね
６
人
）

※
選
考
委
員
会
に
よ
り
奨
学
生
を
決
定

し
ま
す
。

〈
応
募
期
間
〉
３
月
31
日
㈭
ま
で

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72

－

２
５
０
９

19

平成 17年 3月 1日生まれ
の馬場拓己くん（鵜川）

18
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多
重
債
務
相
談
窓
口　
　
　
　
　
　

〈
電
話
無
料
相
談
〉

　

☎
０
７
６

－

２
９
２

－

８
１
３
３

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
談
受
付
専
用
）

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
毎
日
実
施

　
　
　
　
　
（
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

〈
面
談
無
料
相
談
〉
司
法
書
士
が
各
会

場
で
予
約
制
の
面
談
に
よ
る
無
料
相
談

に
応
じ
ま
す
。

◎
能
登
会
場
：
随
時
（
面
談
担
当
者
と

日
時
、
場
所
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
の
上

決
定
）

〈
面
談
受
付
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

石
川
県
司
法
書
士
会

　
　

☎
０
７
６

－

２
９
１

－

７
０
７
０

女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
室　
　
　

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
「
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ

Ｖ
）」
は
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
制
度

な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
勇
気
を
持
っ
て

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
Ｄ
Ｖ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
と
〉

　
　

☎
72

－

８
７
４
０

（
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
県
男
女
共
同
参
画
課

　
　

☎
０
７
６

－

２
２
５

－

１
３
７
８

ま
た
は
県
男
女
共
同
参
画
推
進
員

　
　

弘
崎
弘
美
☎
72

－

１
２
６
８
ま
で

心
配
ご
と
相
談
（
３
月
）　　
　
　

〈
開
設
日
〉

　

３
月
22
日
㈫　
　
　
　
　
　

〈
時
間
〉
午
前
９
時
〜
12
時

〈
場
所
〉  

　

○
能
都
地
区　

　
　
　

能
都
庁
舎
福
祉
相
談
室

　

○
柳
田
地
区　

　
　
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
笹
ゆ
り
荘

　

○
内
浦
地
区

　
　
　

小
木
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

〈
問
い
合
わ
せ
〉

能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72

－

２
３
１
０

21

国
税
専
門
官
採
用
試
験　
　
　
　
　

　

人
事
院
・
国
税
庁
は
来
年
４
月
採
用

の
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
あ
ふ
れ
た
皆
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
受
験
資
格
〉

①
昭
和
53
年
４
月
２
日
〜

　
　

昭
和
59
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
昭
和
59
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で

大
学
を
卒
業
し
た
人
、
お
よ
び
平
成
18

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
人

〈
試
験
の
程
度
〉
大
学
卒
業
程
度

〈
申
込
受
付
期
間
〉

　

４
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

〈
試
験
日
〉
第
１
次
試
験 

６
月
12
日
㈰

　
　
　
　

  

第
２
次
試
験

　
　
　
　
　
　

７
月
25
日
㈪
〜
28
日
㈭

〈
申
込
用
紙
請
求
・
問
い
合
わ
せ
〉

〒
９
２
０

－

８
５
８
６

金
沢
市
広
坂
２

－

２

－

60

　
　
　
　
　
　
　

金
沢
広
坂
合
同
庁
舎

　

金
沢
国
税
局
人
事
第
二
課

　
　

☎
０
７
６

－

２
３
１

－

２
１
３
１

も
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署
総
務
課
ま
で

 

相　

談

法
律
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

金
沢
弁
護
士
会
で
は
能
登
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
、
法
律
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

〈
３
月
の
相
談
日
〉

　

17
日
、
24
日
、
31
日
（
木
曜
日
）

〈
時
間
〉
午
後
１
時
45
分
〜
４
時
15
分

〈
場
所
〉
穴
水
駅
前
「
ス
タ
ー
ク
ィ
ー

ン
穴
水
」
２
階

〈
相
談
料
〉
30
分
以
内
５
，
０
０
０
円

〈
電
話
予
約
〉
相
談
希
望
者
は
、
相
談

日
前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
金
沢
弁
護

士
会
☎
０
７
６

－

２
２
１

－

０
２
４
２

ま
で
電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

こう変わる「国民年金」
○国民年金は、20歳以上 60 歳未満のすべての人（第１号～第３号被保険者）が加入して、基

礎年金を受けとる制度です。老後の老齢基礎年金は満額で79万4,500円（平成16年度額）です。

○自営業者や学生など（第１号被保険者）は、国民年金の保険料を国（社会保険庁）に納付し

ます。将来の保険料は月額１万 6,900 円で固定されます。

○自営業者や学生が納付する国民年金の保険料は、現在は１万 3,300 円。平成 17 年４月から

は１万 3,580 円となり、その後毎年 280 円ずつ引き上げられ、平成 29年以降は１万 6,900 円

で固定されます。

国民年金保険料の引き上げスケジュール

　　平成 17 年度　13,580 円 
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　毎年 280 円ずつアップ

　　　　　　　　　　　　　　　平成 29 年度以降 16,900 円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈問い合わせ〉　町民課　72-2501

　平成16年度内浦町社会教育功労者表彰・スポー
ツ賞の授与式が２月 11日、内浦町福祉センター
で開催され個人団体を合わせた計 11組に賞状と
記念品が授与されました。
◆社会教育功労者表彰
＜個人＞行谷一芳（時長）
＜団体＞銀波塾（松波地区）
　　　　木郎走志会（不動寺地区）　
　　　　國重太鼓保存会（国重）
◆スポーツ奨励賞
＜個人＞ウエイトリフティング競技　
　　　　　菊田泰子（飯田高等学校１年）
　　　　　谷上　蛍（飯田高等学校１年）
＜団体＞小木中学校女子バスケットボール部
　　　　小木ミニバスケットボールクラブ
　　　　小木ドッジボールクラブ
◆スポーツ振興賞
＜団体＞ＦＢＣ内浦
　　　　田代・駒渡町内会
　

　２月 13日の能都町閉町式において、次の３名
の方が顕彰条例に基づいて顕彰されました。
◆直井長朗さん（宇出津・79歳）
　直井医院を開業し、国民健康保険運営協議会委
員、学校医、公平委員、介護認定審査会委員など
を務められ、地域医療はもとより、町の振興にも
多大な貢献をされました。
◆中澤泰雄さん（宇出津山分・75歳）
　中沢医院を開業し、国民健康保険運営協議会委
員、健康づくり対策推進協議会委員、学校医など
を務められ、地域医療の振興に多大な貢献をされ
ました。
◆小森和俊さん（宇出津・57歳）
　昭和 58年４月に宇出津総合病院外科医長に入
局され、平成元年７月からは病院長として地域医
療の総責任者として活躍。健康づくり対策推進協
議会委員、国民健康保険運営協議会委員など多数
の要職を歴任し、住民福祉の充実と健康づくりに
多大な貢献をされました。

　　　　　　　　  　　　功 績 を 讃 え る　　　  　　　　　　　

20
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ch10能登町有線テレビ　平成１７年３月の番組案内
日 曜日 番　組（タイトル・内容　）　 ◆･･･きらきらチャンネル（金・土）

■･･･とくトクたいむ（月・火）

４
５

金
土

◆３つの力が、３つの夢が一つに～３月１日、能登町誕生～
ついに私たちの新しい町「能登町」が誕生しました。これまで旧３町村の間では、様々な協議が繰り
返され、綿密な打ち合わせがなされてきました。番組では、合併までの経緯を説明するとともに、能
登町の組織を紹介します。

７
８

月
火

■野村の自由学校「拝見・能登手彫り七輪」
江戸時代から釜や七輪が作られていたお隣の珠洲市。現在では全国でも有数の七輪の産地となってい
ます。特に手彫り七輪・切り出し七輪と呼ばれる上質の七輪は、今ではこの地方だけで作られており、
その優れた断熱性と耐久性で根強い人気を保っています。今回は、1200 万年前の地層から作られる能
登伝統の手彫り七輪についてお送りします。

11
12

金
土

◆教えます！能登町ココがすばらしい！①
デイリーニュース「のとほっとらいん」で放送中の大人気コーナーの総集編をお送りします。自分た
ちの町で自慢できるところは？新しい町に期待することは？互いに交流を深め、町を活性化させよう
と能登町に住むみなさんに意見を聞いてみました！あんな人やこんな人がたくさん出演してくれまし
た。要チェック！

14
15

月
火

■ニッポンＮａｖｉ「テロから守れ！～テロ対策最前線～」
テロは平和な日常を不意に襲います。テロを抑止するには、日々その脅威からの警戒を怠らず、万全
な備えをしておく必要があります。不穏な世界情勢の中、政府はどのような対策をとっているのでし
ょうか。警察の動き℡を中心に、緊張感あふれるテロ対策の現場を探ります。

18
19

金
土

◆能登三郷アーチェリーの旅
能都町・柳田村・内浦町の旧３町村について知りたい、という時は、この番組で
決まり！観光名所や住民にスポットを当ててお送りします。新町「能登町」のい
ろいろな場所や人物が登場しますよ！旧柳田村有線テレビ放送が制作した番組で
す。

21
22

月
火

■星の里 杣（そま）の里
福岡県にある人口約１５００人の矢部村と４０００人の星野村は、林業の衰退のあと、ともに過疎に
悩んでいました。そんな村につくられた「杣の里渓流公園」や「星の文化館」「茶の文化館」。これら
の施設には、それぞれ年間３万人の観光客が訪れるとともにリピーターも増えています。都会の人た
ちを楽しませる両村の施設やその取り組みを紹介します。

25
26

金
土

◆教えます！能登町ココがすばらしい！②
「のとほっとらいん」で放送中の大人気コーナーの総集編第２編をお送りします。

28
～
4/2

月
～
土

◆議会中継
能登町議会３月定例会の模様をお送りします。

放  

送  

時  

間

時　

間

内　
　
　

容

６
時
00
分

ラ
ジ
オ
体
操

６
時
35
分

の
と
ほ
っ
と
ら
い
ん

７
時
30
分

ま
ち
む
ら
Ｎ
Ｏ
Ｗ
（
金
土
日
は
休
）

８
時
00
分

農
政
番
組
（
土
日
は
休
）

９
時
00
分

の
び
の
び
か
ん
た
ん
み
ん
な
で
体
操

９
時
30
分

里
か
ら
の
便
り
（
金
土
日
は
休
）

11
時
00
分

の
と
ほ
っ
と
ら
い
ん

12
時
00
分
Ｊ
Ａ
番
組
（
土
日
は
休
）

13
時
00
分

の
と
ほ
っ
と
ら
い
ん

15
時
00
分

の
び
の
び
か
ん
た
ん
み
ん
な
で
体
操

16
時
00
分

◆
き
ら
き
ら
・
■
と
く
ト
ク

18
時
00
分

ア
グ
リ
ネ
イ
チ
ャ
ー（
金
土
日
は
休
）

18
時
30
分

の
と
ほ
っ
と
ら
い
ん
・

◆
き
ら
き
ら
・
■
と
く
ト
ク

20
時
00
分

◆
き
ら
き
ら
・
■
と
く
ト
ク
・

の
と
ほ
っ
と
ら
い
ん

21
時
30
分

の
と
ほ
っ
と
ら
い
ん
・

◆
き
ら
き
ら
・
■
と
く
ト
ク

２
時
00
分

放
送
終
了

日
曜

リ
ク
エ
ス
ト

8
時
・
10
時
・
12
時
・
16
時
・

18
時
30
分
・
20
時
・
21
時
30
分

※『のとほっとらいん』はインターネットでも中継しています。能登町ホームぺージ（http://www.town.noto.ishikawa.jp）　
　からご覧ください。
※番組と番組の間の時間には文字放送『テレビかわら版』を放送しています。

こ せ き

の ま ど

1/16 ～ 2/15

瀬
島
康こ
う
き貴　

照
弘
・
昭
子　

宇
出
津

辻
本
美み

う羽　

勉　

・
鶴
美　

宇
出
津

竹
原
彩あ
や
か加　

正
生
・
円　
　

宇
出
津

前
田
紗さ

や弥　

真
二
・
真
由
美　

宇
出
津

府
中
希の

あ空　

康
夫
・
瑠
美　

宇
出
津

川
原
祭ま
つ
り吏　

定
好
・
夏
香　

宇
出
津

吉
本
凱か
い
と翔　
健
一
郎
・
想
子　

宇
出
津

池
崎
柊し
ゅ
う
た太　

高
裕
・
智
美　

柳　

田

大
倉
桃も
も
か香　

一
郎
・
美
紀　

柳　

田

中
野
華は

な愛　

浩
二
・
恵　
　

天　

坂

上
田
万ま

お桜　

貴
之
・
智
加
子　

上　

町

首
田
ゆ
い　

進　

・
み
ど
り　

津
幡
町

山
下
恭き
ょ
う
か佳　

孝
明
・
仁
美　

大
阪
府

政
田
息い
ぶ
き吹　

一
夫
・
え
り
子　

金
沢
市

髙　

颯そ
う
た太　

慎
治
・
裕
子　

静
岡
県

坂
口
琳り

な南　

衛　

・
香
織　
内
浦
長
尾

坂
東　

卓
す
ぐ
る　

智　

・
法
子　

松　

波

小
原
康こ
う
せ
い生　

正
義
・
智
恵
子　

松　

波

  

出
生
児　

  

両
親
の
名
前　

 

住
所

    

氏
名　

         

本
籍　

        

住
所

大
柳
早
布　
　

宇
出
津

堤　

展
子　
　

柳　

田　

諸
⻆
文
明　
　

宇
出
津

有
松
佳
代　
　

金
沢
市

寺
下
信
寛　
　

崎　

山

中
谷
加
奈
子　

越　

坂

朝
川
智
彦　
　

崎　

山

北
本
し
づ
か　
か
ほ
く
市

辻
浦
芳
一　
　

国　

光

新
佐
ひ
と
み　

珠
洲
市

平
瀬
伸
義　
　

上　

町

有
原
礼
恵　
　

兵
庫
県

山
形
耕
一　
　

群
馬
県

廣
橋
美
穂　
　

石　

井

菅
原
利
夫　
　

松　

波

灰
谷
麻
衣
子　

金
沢
市

薮
下
直
彦　
　

不
動
寺

長
宗
ひ
ろ
み　

珠
洲
市

（

（（（（（（（（

宇
出
津

宇
出
津

崎　

山

崎　

山

国　

光

東
京
都

金
沢
市

松　

波

宇
出
津

    

氏
名　

         

年
齢  　

      

住
所 

府
玻　

猛　
　
　

51 
　
　

宇
出
津

井
口
な
み
子　
　

91 
　
　

柿　

生

山
瀬　

登　
　
　

86 
　
　

宇
出
津

久
保　

弘　
　
　

63 
　
　

柿　

生

府
玻
健
次　
　
　

79 
　
　

宇
出
津

月
間
留
藏　
　
　

87 
　
　

真　

脇

大
西
勝
栄　
　
　

84 
　
　

真　

脇

井
上
伊
太
郎　
　

83 
　
　

小　

垣

鴨　

ヤ
ス
ヱ　
　

98 
　
　

藤　

波

大
向
幸
次
郎　
　

80 
　
　

藤
ノ
瀬

森
川
て
る　
　
　

86 
　
　

柏　

木

府
中
清
樹　
　
　

41 
　
　

崎　

山

安
田
登
世
和　
　

44 
　
　

崎　

山

脊
戸
み
さ
い　
　

90 
　
　

藤　

波

西
川
ヌ
イ　
　
　

96 
　
　

藤　

波

銭
塚
寅
松　
　
　

90 
　
　

宇
出
津

的
場
昭
一　
　
　

77　
　
　

鶴　

町

倉
田
菊
子　
　
　

88 
　
　

天　

坂

畠
中
ゆ
さ　
　
　

100　
　
　

大　

箱

臼
渕
い
そ
ま　
　

93 
　
　

当　

目

尻
田
松
太
郎　
　

96 
　
　

当　

目

竹
内
久
一　
　
　

81 
　
　

柳　

田

堂
坂
つ
な　
　
　

77 
　
　

上　

町

萬
谷
み
さ　
　
　

96 
　
　

笹　

川

菅
田
光
信　
　
　

79 
　
　

国　

光

中
橋
照
善　
　
　

57 
　
　

北
河
内

宮
谷
内
要
助　
　

79 
　
　

鴨　

川

石
坪
菊
正　
　
　

85 
　
　

金
沢
市

皆
川
義
定　
　
　

69 
　
　

山
中
町

森
辻
繁
春　
　
　

77 
　
　
神
奈
川
県

紙
子
昭
二
さ
ん
（
崎　

山
）
５
万
円

大
乗
寺
寒
修
行
講
中
（
宇
出
津
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
万
円

妙
栄
寺
寒
修
行
講
中
（
波　

並
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
万
円

匿
名
４
件　
　
　

４
２
，
３
５
９
円

志
幸
幸
三
さ
ん
（
崎　

山
）
10
万
円

以
上
、
能
都
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

堂
坂　

昇
さ
ん
（
上　

町
）
10
万
円

尻
田
松
雄
さ
ん
（
当　

目
）
10
万
円

萬
谷
吉
助
さ
ん
（
笹　

川
）
10
万
円

竹
内
裕
久
さ
ん
（
柳　

田
）
10
万
円

管
田
キ
ミ
子
さ
ん
（
国　

光
）
25
万
円

高
野
山
金
剛
講
御
詠
歌
本
両
寺
、
法

華
寺
、
平
等
寺
、
長
福
寺
よ
り　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
万
円

以
上
、
柳
田
村
社
会
福
祉
協
議
会
へ

真
智
敦
子
さ
ん
（
松　

波
）
10
万
円

平　

広
志
さ
ん
（
滝
之
坊
）
10
万
円

以
上
、
内
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

坂　

武
夫
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

星
野
憲
一
さ
ん
（
松　

波
）
20
万
円

松
川
篤
裕
さ
ん
（
金
沢
市
）
３
万
円

宮
下
せ
い
子
さ
ん
（
新　

保
）
５
万
円

以
上
、
内
浦
町
へ

田
城
源
次
郎　
　

68 
　
　

金
沢
市

初
﨑
進
一　
　
　

88 
　
　

四
方
山

真
智
愼
一　
　
　

78 
　
　

松　

波

平　

澄　
　
　
　

74 
　
　

滝
之
坊

星
野
尚
二　
　
　

83 
　
　

松　

波

宮
下
梅
吉　
　
　

69 
　
　

新　

保

坂　

な
お
い　
　

86 
　
　

小　

木

「新町でも広報担当」というこ
とが決まってから、改めて「広
報紙とはなんだろうか」「新町
の広報紙はどんな広報紙を作
ればいいのか」考えました。
お知らせや記録だけの広報で
はなく、広報を読んだ人が読
む前よりも少しでも「能登町」
を好きになるような、そんな
広報紙を作りたい。
　生まれたばかりの「能登町」
がみなさんに愛されて発展・
成長していくように、そのた
めの努力を惜しまず今後も精
進したいと思います。（政）

新しく「能登町」が誕生しま
した。開町式の取材にはじま
り、新しいメンバーと、新し
い環境で新しい広報づくりに
励んでいます。
　自分の書いたものが、これ
まで以上にたくさんの方の目
にふれることに対し、改めて
プレッシャーを感じると同時
に、町のいたる所にある小さ
な発見や楽しい出来事などを
町民の皆さんにお伝えできる
ような、あったかい広報をお
届けできるようにがんばりた
いと思っています。
　皆さんの声を「広報のと」
制作に活かし、ふるさとの良
いところを再発見できる広報
を作っていきたいと思います。
　新生「広報のと」をどうぞ
よろしくお願いします。（真）
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